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最新問題: 1
IPカメラ APを展開するときに、スイッチポートで PoE優先順位を動的に設定するにはどうすればよいですか。他の PoEデバイスはどう
ですか?
A. PoE電源管理を動的モードに設定します。
B. PoE電源管理をクラスベースモードに設定します。
C.スイッチモジュールで Quick PoEを有効にする
D.デバイスプロビジョニングのプロファイリングを有効にする
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

プロファイリングは、Arubaスイッチが MACアドレス、DHCPオプション、LLDP情報などのさまざまな属性に基づいて、接続されているデ
バイスを自動的に識別および分類できるようにする機能です。プロファイリングを使用すると、スイッチポートの PoE優先順位を動的に設
定できます。デバイスのタイプと電力要件。

たとえば、IPカメラはプリンタや PCよりも高い PoE優先順位を持つ場合があります。プロファイリングを使用して、デバイスプロファイ
ルに基づいて VLAN、ACL、QoSなどの他の構成設定を適用することもできます。
参考文献:https://www.arubanetworks.com/techdocs/ArubaOS_86_Web_Help/Content/arubaos-solutions/1-ove

最新問題: 2
WPA3-Personalは、ステーションがワイヤレスネットワークに接続するたびに異なるペアワイズマスターキー (PMK)を生成するソースと
して何を使用しますか?
A.セッション固有の情報 (MACおよび nonce)
B.日和見無線暗号化 (OWE)
C.同等者同時認証 (SAE)
D.キー暗号化キー (KEK)
Answer: A (メーッセージを残す)
説明
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ステーションがワイヤレスネットワークに接続するたびに、WPA3-Personalが異なるペアワイズマスターキー (PMK)を生成するために使
用するソースは、セッション固有の情報 (MACおよびノンス)です。WPA3-Personalは、Simultaneous Authentication of Equals (SAE)を使
用して、WPA2-Personalの PSK認証を置き換えます。SAEは、Diffie-Hellman鍵交換を使用して、盗聴者に公開することなく 2者間の共有
秘密を導出する安全な鍵確立プロトコルです。SAEには次の手順が含まれます。
ステーションとアクセスポイントは、MACアドレスとノンスと呼ばれる乱数を含むコミットメッセージを交換します。
ステーションとアクセスポイントは、独自のパスワードと受信した MACアドレスおよびノンスを使用して、SAEパスワード要素 (PE)と呼
ばれる共有秘密を計算します。

ステーションとアクセスポイントは、独自の PE、受信した MACアドレスおよびナンスを使用して、SAE Key Seed (KS)と呼ばれる共有秘
密を計算します。

ステーションとアクセスポイントは、独自の KSと受信した MACアドレスおよびノンスを使用して、SAEキー確認キー (KCK)と呼ばれる
共有秘密を計算します。

ステーションとアクセスポイントは、独自の KCKと受信した MACアドレスおよびノンスを使用して、SAE確認と呼ばれる確認値を計算し
ます。

ステーションとアクセスポイントは、SAE確認値を含む確認メッセージを交換します。
ステーションとアクセスポイントは、受信した SAE確認値が独自の計算値と一致することを確認します。それらが一致すると、認証は成功
し、ステーションとアクセスポイントは SAE PMKと呼ばれる共有秘密を確立しました。
SAE PMKは、各認証プロセスで交換される MACアドレスと nonceに依存するため、セッションごとに異なります。SAE PMKは、データフ
レームを暗号化するためのペアワイズ一時キー (PTK)を生成する 4ウェイハンドシェイクの入力として使用されます。
他のオプションは、次の理由により、ステーションがワイヤレスネットワークに接続するたびにWPA3-Personalが異なる PMKを生成する
ために使用するソースではありません。

Opportunistic Wireless Encryption (OWE): OWEは、認証やパスワードを必要とせずにオープンネットワークの暗号化を提供する機能で
す。OWEは SAEと同様のキー確立プロトコルを使用しますが、PMKは生成しません。代わりに、PTKを生成する 4ウェイハンドシェイク
の入力として使用されるペアワイズシークレット (PS)を生成します。
Simultaneous Authentication of Equals (SAE): SAEはソースではありませんが、セッション固有の情報をソースとして使用して、ステーショ
ンがワイヤレスネットワークに接続するたびに異なる PMKを生成するプロトコルです。
キー暗号化キー (KEK): KEKはソースではなく、PTKを生成する 4ウェイハンドシェイクの出力です。KEKは、アクセスポイントによって
配布されるグループキーを暗号化するために使用されます。

参考資料: https://www.wi-fi.org/discover-wi-fi/wi-fi-certified-6e
https://www.wi-fi.org/file/wi-fi-alliance-unlicensed-spectrum-in-the-us
https://www.cisco.com/c/en/us/products/colternate/wireless/catalyst-9100ax-access-points/wpa3-dep-guide-og.ht
https://info.support.huawei.com/info-finder/encyclopedia/en/WPA3.html
https://rp.os3.nl/2019-2020/p99/presentation.pdf

最新問題: 3
6 GHz帯域の主な特徴は何ですか?
A. 6 GHz WLANでは、物体による RF信号の吸収が少なくなります。
B.北米では、6 GHz帯域は、北米の 40 MHzチャネルよりも多くの 80 MHzチャネルを提供します。
5GHz帯。
C. 6 GHz帯域は既存の帯域と完全に下位互換性があります。



D.低電力デバイスは屋内および屋外での使用が許可されています。
Answer: (解答を表示する)
説明

指定されたオプションの中で当てはまる 6 GHz帯域の主な特徴は、北米では 5 GHz帯域の 40 MHzチャネルよりも 6 GHz帯域が多くの 80
MHzチャネルを提供することです。この特性により、Wi-Fi 6Eをサポートするワイヤレスデバイスにより多くのスペクトル可用性、より少
ない干渉、より高いスループットが提供されます。Wi-Fi Enhanced (Wi-Fi 6E)は、新しい環境で動作するWi-Fi 6 (802.11ax)標準の拡張で
す。6 GHz未満の既存の帯域に加えて、6 GHz付近のライセンス不要の周波数スペクトルを利用できます。この特性に関するいくつかの事
実は次のとおりです。

北米では、新しいスペクトル (5925～ 7125 MHz)のライセンス不要部分全体で、3つのチャネル幅 (20 MHz、40 MHz、および 80 MHz)のそ
れぞれで最大 7つの非重複チャネルが利用可能です。これは、Wi-Fiデバイスで合計最大 21個の重複しないチャネルを利用できることを意
味します。

比較すると、北米では、その下の既存のスペクトルの無認可部分全体 (2400～ 2483 MHzおよび 5150～ 5825 MHz)の 2つのチャネル幅
(20 MHzと 40 MHz)のそれぞれで利用できる重複しないチャネルは 9つだけです。）。これは、Wi-Fiデバイスで利用できる重複しないチャ
ネルは合計で最大 9つだけであることを意味します。
したがって、北米では、新しいスペクトルの各チャネル幅で、その下の既存のスペクトルよりも 2倍以上の重複しないチャネルが利用可能に
なります。

具体的には、それ以下の既存のスペクトルでは、80 MHz幅 (7つ)では 40 MHz幅 (3つ)の 2倍以上の非オーバーラップチャネルが利用可
能です。

他のオプションは次の理由により trueではありません。
6 GHz WLANでは、物体に吸収される RF信号が少なくなります。減衰が大きいため、高周波信号の方が低周波信号よりも物体に吸収される
傾向があるため、このオプションは falseです。減衰とは、使用中に信号強度が低下することを指す一般用語です。距離を超えた、または物体
や媒体を介した伝送。したがって、6 GHz WLANの RF信号は、より低い周波数のWLANの RF信号よりも物体に吸収されやすくなります。
6 GHz帯域は既存の帯域と完全に下位互換性があります。Wi-Fiデバイスが 6 GHz付近の新しいスペクトルで動作するにはWi-Fi 6E標準を
サポートする必要があるため、このオプションは falseです。Wi-Fi 6E標準をサポートしていない既存のWi-Fiデバイスは、このスペクトル
を使用できず、それ以下の既存の帯域でのみ動作できます。

低電力デバイスは屋内および屋外での使用が許可されます:低電力屋内デバイス (LPI)は、特定の電力制限および登録要件の下でのみ屋内で
の使用が許可されているため、このオプションは falseです。LPIデバイスの屋外使用は、FCCなどの規制当局によって禁止されています。
連邦通信委員会 (FCC)は、米国全土のラジオ、テレビ、有線、衛星、およびケーブルによる通信を規制する米国政府の独立機関です。ただし、
超低電力デバイス (VLP)の屋外使用は、特定の電力制限の下で登録要件なしで許可される場合があります。
参考資料: https://www.wi-fi.org/discover-wi-fi/wi-fi-certified-6e
https://www.wi-fi.org/file/wi-fi-alliance-spectrum-needs-study
https://www.cisco.com/c/en/us/products/colterior/wireless/spectrum-expert-wi-fi/prod_white_paper0900aecd80
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/wireless-Mobility/wireless-lan-wlan/82068-power-levels.html
https://www.wi-fi.org/file/wi-fi-alliance-unlicensed-spectrum-in-the-us

最新問題: 4
いくつかのクラスの LOTデバイスに対してワイヤレスアクセスを設定する必要があります。そのうちのいくつかは 802でのみ動作します。
11b.各クラスには一意の PSKが必要で、役割として異なるセキュリティポリシーが適用される必要があります。デバイスには 15～ 20の
異なるクラスがあり、パフォーマンスを最適化する必要があります。どのオプションがこれらの要件を満たすかです。」
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A. 5 GHzおよび 6 GHz帯域を使用する各 LoTクラスの MPSKを備えた単一 SSID
B. 2.4 GHzおよび 5 GHz帯域を使用する各 LoTクラスの MPSKを備えた単一 SSID
C. 5 GHzおよび 6 GHz帯域を使用した、loTクラスごとに固有の PSKを持つ個別の SSID
D. 2.4 GHzおよび 5 GHz帯域を使用した、loTクラスごとに固有の PSKを持つ個別の SSID
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

要件を満たすオプションは、2.4 GHzおよび 5 GHz帯域を使用して、loTクラスごとに一意の PSKを持つ個別の SSIDを作成することで
す。このオプションには次の利点があります。

各 loTクラスには、異なるセキュリティポリシーをロールとして適用するために使用できる固有の PSKがあります。これにより、WLAN
ネットワークのセキュリティと柔軟性が強化されます。

個別の SSIDにより、さまざまな LOTクラスの分離と管理が向上します。これにより、WLANネットワークのパフォーマンスとスケーラビ
リティが向上します。

2.4 GHz帯域と 5 GHz帯域の両方を使用すると、2.4 GHz帯域を使用する 802.11bでのみ動作する LOTデバイスとの下位互換性が可能に
なります。また、5 GHz帯域 2を使用する 802.11a、802.11g、802.11n、または 802.11acをサポートする LoTデバイスのスループットが向
上し、干渉が軽減されます。

他のオプションは次の理由により要件を満たしません。

5 GHzおよび 6 GHz帯域を使用する各 loTクラスの MPSKを備えた単一 SSID:このオプションは、2.4 GHz帯域を使用する 802.11bでの
み動作する loTデバイスをサポートしません。また、単一の SSIDが異なる LoTクラス間で同一チャネル干渉や輻輳を引き起こす可能性が
あるため、WLANネットワークのパフォーマンスは最適化されません。
2.4 GHzおよび 5 GHz帯域を使用する各 loTクラスの MPSKを備えた単一 SSID:単一の SSIDは、異なる loTクラス間で同一チャネル干渉
や輻輳を引き起こす可能性があるため、このオプションはWLANネットワークのパフォーマンスを最適化しません。
5 GHzおよび 6 GHz帯域を使用する、loTクラスごとに一意の PSKを持つ個別の SSID:このオプションは、2.4 GHz帯域を使用する
802.11bでのみ動作する loTデバイスをサポートしません1。
参考文献: 1 https://en.wikipedia.org/wiki/IEEE_802.11b-1999 2
https://www.lifewire.com/wireless-standards-802-11a-802-11b-gn-and-802-11ac-816553

最新問題: 5
Aruba CXスイッチで OSPFダイナミックルーティングプロトコルを使用する場合、ルートを交換するには隣接デバイスで何が一致する必
要がありますか?
A.こんにちはタイマー
B. DR構成
C. ECMP方式
D. BDR構成
Answer: (解答を表示する)
説明

OSPF最短パスを最初に開きます。OSPFは、階層構造を使用して IPネットワークのルーティングトポロジを作成するリンクステートルー
ティングプロトコルです。OSPFルーターは、各インターフェイスで定期的に送信される Helloパケットを使用して近隣ルーターとルー
ティング情報を交換します。隣接関係を確立するには、隣接関係とは、ルーティング情報を交換する目的で、選択した隣接ルータ間で形成さ

れる関係です。OSPFルータは、インターフェイス上で Helloパケットが送信される頻度を指定する Helloタイマーなど、いくつかのパラ
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メータに同意する必要があります。Helloタイマーが隣接ルーター間で一致しない場合、隣接ルーターは形成されず、ルートは交換されませ
ん。

参考資料:https://www.arubanetworks.com/techdocs/ArubaOS_86_Web_Help/Content/arubaos-solutions/osfp/o

最新問題: 6
Aruba Centralを使用する場合、ネットワークの健全性の問題を解決するための推奨手順を特定し、サポート担当者と詳細情報を共有できる
ものは何ですか?
A.概要ダッシュボード
B. OAlOps
C.アラートとイベント
D.監査証跡
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

OAlOpsは、人工知能と機械学習を使用してネットワークの健全性の問題を解決するための推奨手順を特定し、サポート担当者と詳細情報を
共有できるようにする Aruba Centralの機能です。OAlOpsは、ネットワークパフォーマンス、根本原因分析、異常検出、プロアクティブなア
ラート、および自動修復アクションに関する洞察を提供します。また、OAlOpsは、Aruba User Experience Insight (UXI)センサーと統合し
て、有線および無線ネットワーク全体のユーザーエクスペリエンスを測定および改善します。

参考資料：https://www.arubanetworks.com/assets/ds/DS_ArubaCentral.pdf

最新問題: 7
ワイヤレスクライアントのローミングはどこで決定されますか?
A.クライアントデバイス
B.仮想コントローラー
C.発信元 APと宛先 APによる共同決定
D.アルバセントラル
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

ワイヤレスクライアントのローミング決定は、信号強度、ノイズレベル、データレートなどの独自の基準に基づいてクライアントデバイス

によって行われます。ネットワークは、近隣レポート、ロードバランシング、バンドステアリングなどの情報を提供することによって、クラ

イアントのローミング決定に影響を与えることができます。、などですが、最終的な決定はクライアント次第です。

参考資料:https://www.arubanetworks.com/techdocs/Instant_86_WebHelp/Content/instant-ug/wlan-roaming/cli

最新問題: 8
Arubaスタンドアロン APを使用する場合、クライアント VLAN割り当てに「ネイティブ VLAN」を選択します。クライアント IPはどのサブ

ネットに存在しますか?
A.モビリティコントローラーと同じサブネット
B. Aruba ESPゲートウェイと同じサブネット
C.モビリティコンダクターと同じサブネット
D.アクセスポイントと同じサブネット
Answer: D (メーッセージを残す)
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説明

Arubaスタンドアロン APを使用する場合、クライアント VLAN割り当てで「ネイティブ VLAN」を選択すると、クライアントはアクセスポ

イントの IPアドレスと同じサブネットから IPアドレスを取得することになります。これは、このモードではアクセスポイントがクライア
ントの DHCPサーバーとして機能するためです。
参考文献：https://www.arubanetworks.com/techdocs/Instant_86_WebHelp/Content/instant-ug/iap-dhcp/iap-dhc

最新問題: 9
レイヤ 3ルートループを軽減するためにレイヤ 3 IPv4パケットヘッダーで送信されるのはどれですか?
A.チェックサム
B.生存時間
C.プロトコル
D.宛先IP
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

レイヤ 3ルートループを軽減するために使用されるレイヤ 3 IPv4パケットヘッダーのフィールドは、Time To Live (TTL)です。
TTLは、パケットが破棄される前に通過できる最大ホップ数を示す 8ビットのフィールドです。TTLは送信元デバイスによって設定され、パ
ケットを転送する各ルーターによって 1ずつ減分されます。TTLがゼロに達すると、パケットはドロップされ、ICMPインターネット制御
メッセージプロトコル (ICMP)インターネット制御メッセージプロトコル (ICMP)は、IPネットワークにエラー報告および診断機能を提供
するネットワークプロトコルです。ICMPは、エコー要求と応答 (ping)、宛先到達不能、時間超過、パラメーターの問題、送信元クエンチ、リ
ダイレクトなどのメッセージを送信するために使用されます。ICMPメッセージは IPデータグラムにカプセル化され、タイプなどのフィー
ルドを含む特定の形式を持ちます。、コード、チェックサム、識別子、シーケンス番号、データなど。ICMPメッセージは、
ping、traceroute、debug ip icmpなどのコマンドを使用して検証できます。など。メッセージがソースデバイスに送り返されます。TTLは、
ループされたネットワークトポロジ内でパケットが無制限に循環するのを防ぐため、レイヤー 3ルートループを軽減するために使用されま
す。TTLは、ネットワークリソースを節約し、ループされたパケットによって引き起こされる輻輳を回避するのにも役立ちます。
他のオプションは、次の理由により、レイヤー 3 IPv4パケットヘッダーのフィールドではありません。
チェックサム:チェックサムは、IPヘッダーの整合性を検証するために使用される 16ビットのフィールドです。チェックサムはソースデバ
イスによって計算され、IPヘッダー内のすべてのフィールドの値に基づいて宛先デバイスによって検証されます。チェックサムは、パケット
が通過できるホップ数を制限しないため、レイヤ 3ルートループを軽減しません。
プロトコル:プロトコルは、IPデータグラムによって伝送されるペイロードのタイプを示す 8ビットのフィールドです。プロトコルは、TCP
など、データ送信に IPを使用する上位層プロトコルを識別します。伝送制御プロトコル (TCP)伝送制御プロトコル (TCP)は、信頼性が高
く、順序付けられ、エラーチェックされたデータ配信を提供する接続指向のトランスポート層プロトコルです。異なるデバイス上のアプリ

ケーション間で。TCPは、3ウェイハンドシェイクを使用して 2つのエンドポイント間の接続を確立し、シーケンス番号、確認応答、および
ウィンドウ処理を使用してデータ配信とフロー制御を保証します。TCPは、再送信、輻輳回避、高速回復などのメカニズムを使用して、パ
ケット損失や輻輳に対処します。TCPはデータをセグメントと呼ばれる小さな単位に分割します。これらは IPデータグラムにカプセル化さ
れ、送信元ポート、宛先ポート、シーケンス番号、確認応答番号、ヘッダー長、フラグ、ウィンドウサイズ、チェックサム、緊急ポインタ、オプ

ション、データなどのフィールドを含む特定の形式を持ちます。TCPセグメントは、telnet、ftp、ssh、debug ip tcptransactionsなどのコマン
ドを使用して検証できます。、UDPユーザーデータグラムプロトコル (UDP)ユーザーデータグラムプロトコル (UDP)は、コネクションレ
ス型トランスポート層プロトコルです。
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最新問題: 10
TCP 3ウェイハンドシェイクシーケンスの正しい順序は何ですか?

Answer:

説明

TCP 3ウェイハンドシェイクシーケンスは次のとおりです。
ステップ 1:開始ホストは、データのないパケットを SEQ=1でターゲットホストに送信し、SYNフラグを 1に設定します。
ステップ 2:ターゲットホストは、ACK=2、SEQ=8、および SYNフラグと ACKフラグがに設定されたパケットで応答します。
1.
ステップ 3:開始ホストは、SEQ=2、ACK=9、および ACKフラグが 1に設定されたパケットを送信します。
ステップ 4:通常制御された接続が確立されます。
参考文献: https://en.wikipedia.org/wiki/Transmission_Control_Protocol
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/ip/routing-information-protocol-rip/13788-3.html

最新問題: 11
APからの信号が物体を通過するときに吸収されて弱まるとどうなりますか?
A. APはボンディングされたチャネルを使用して、クライアントへの遅延を短縮します。
B.信号対雑音比 (SNR)が増加します。
C.信号対雑音比 (SNR)が低下します。
D. Aruba Centralはクライアントを隣接する APに動的に移動します
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

信号対雑音比 (SNR)は、目的の信号のレベルとバックグラウンドノイズのレベルを比較する尺度です。SNRは信号パワーとノイズパワー
の比として定義され、多くの場合デシベル (dB)で表されます。SNRが高いということは、信号がクリアで検出または解釈が容易であること
を意味しますが、SNRが低いということは、信号がノイズによって破損または隠蔽されており、区別または回復が難しい可能性があることを
意味します1。APアクセスポイントからの信号のとき。APは、無線デバイスがWi-Fiまたは関連規格を使用して有線ネットワークに接続で
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きるようにするデバイスです。信号が壁や家具などの物体を通過するときに吸収されて弱まると、信号パワーが減少します。これにより SNR
が低下し、ワイヤレス接続の品質に影響します。他の発生源からの干渉によってノイズ電力も増加する可能性があります。同じ周波数帯域で

動作する他の APやデバイスなど 2。したがって、正解は、APからの信号が物体を通過するときに吸収されて弱まると、SNRが低下するとい
うことです。参考文献: 1
https://en.wikipedia.org/wiki/信号対雑音比 2
https://documentation.meraki.com/MR/Wi-Fi_Basics_and_Best_Practices/Signal-to-Noise_Ratio_%28SNR%29

最新問題: 12
アドミニストレーティブディスタンスの目的の説明

A.外部 BGP経由でチーム化されたルートは、OSPF経由で学習されたルートよりもアドミニストレーティブディスタンスが高くなりま
す。

B.スタティックルートのアドミニストレーティブディスタンスは 10です
C.アドミニストレーティブディスタンスは、ルートエントリの信頼性評価として使用されます。
D.アドミニストレーティブディスタンスが高いほど優先されます。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 13
Aruba Centralを使用した手動スイッチプロビジョニングに関する記述はどれが正しいですか?
A.手動プロビジョニングには DHCPは必要ありませんが、DNSが必要です
B.手動プロビジョニングには DHCPも DNSも必要ありません
C.手動プロビジョニングには DHCPが必要ですが、DNSは必要ありません
D.手動プロビジョニングには DHCPと DNSが必要です
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

手動プロビジョニングは、DHCPや DNSを使用せずにスイッチを Aruba Centralに追加する方法です。ユーザーはスイッチのシリアル番
号、MACアドレス、アクティベーションコードを Aruba Centralに入力し、同じアクティベーションコードと Aruba Centralの IPアドレス
を使用してスイッチを設定する必要があります。

参考資料:https://help.central.arubanetworks.com/latest/documentation/online_help/content/devices/switches/pr

最新問題: 14
顧客の導入環境に新しい Aruba 6300Mをオンボードするよう求められました。オンサイトではなくリモートで作業しています。同僚がス
イッチを設置しています。同僚がエッジスイッチを設定するためのリモートコンソールセッションを提供しました。あなたは次のことを

行うように求められています。インターフェイス 1/1/51および 1/1/52を使用して、コアに戻るリンクアグリゲーションを設定します。プロ
ジェクトのシニアエンジニアは、次のガイドラインに従ってスイッチと 1Qアップリンクを設定するように依頼しました。
1. VLAN 20を Mgmtという名前でローカル VLANデータベースに追加します。
2. 10.1.1 0/24サブネットのアドレス 10を使用して、管理用に VLAN 20に L3 SV1を追加します。3.アップリンクに対してアクティブな
LACPモードを使用して LAG 1を追加します。
4 LAG上のネイティブ VLANとして VLAN 20を使用します。5.インターフェイスがすべて ONであることを確認します。
どの構成スクリプトがタスクを達成しますか?
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A. Edge1# conf t vlan 20 name Mgmt interface vlan 20 ip address 10.1.1.10/24 no shutインターフェイスラグ 1 shut vlan access 20 lacp
mode active Int 1/1/51.1/1/52 shut no routing lag 1インターフェイスラグ1ノーシャット
B. Edgel# conf t vlan 20 name Mgmt Interface VLAN 20 IP address 10 1.1 10/24 no shutインターフェイス
1/1/51.1/1/52シャット VLANトランクネイティブ 20 VLANトランク許可すべてラグ 1 lacpモードアクティブインターフェイス
1/1/51.1/1/52シャットなし
C. Edgel# conf t vlan 20 name Mgmt Interface vlan 20 ip address 10 1 1 10/24 no shutインターフェイスラグ 1 shut vlanトランクネイティ
ブ 20 vlanトランク許可すべて lacpモード active Int 1/1/51.1/1/52シャットルーティングラグ 1なしインターフェイスラグ 1なしシャッ
トインターフェイス 1/1/51.1/1/52シャットなし
D. conf t vlan 20名前管理 IPアドレス 10 1 1.10/24 no shutインターフェイスラグ 1 shut vlanトランクネイティブ 1 vlanトランク許可すべ
て lacpモード active int 1/1/51.1/1/52 shut noルーティングインターフェイスラグ 1シャットインターフェースがありません
1/1/51.1/1/52ノーシャット
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

この構成スクリプトは、シニアエンジニアによって与えられたガイドラインに従ってタスクを実行します。Mgmtという名前の VLAN 20を
作成し、IPアドレス 10.1.1.10/24の VLAN 20に L3 SVIを追加し、アップリンクに対して LACPモードがアクティブな LAG 1を作成
し、VLAN 20を LAG上のネイティブ VLANとして使用し、インターフェイスがはすべてオンになっています。
参考文献：https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX/10.04/HTML/5200-6790/GUID-8F0E7E8B-0F4

最新問題: 15
推奨される VSFトポロジは何ですか? (2つ選択してください。)
A.スター
B.デイジーチェーンプラスMAD
C.フルメッシュ
D.フルメッシュ+MAD
E.リング
Answer: B,E (メーッセージを残す)
説明

のみ:デイジーチェーンと MADおよびリングは、Arubaスイッチに推奨される VSFトポロジです。これらは、VSFスタックに高可用性と冗
長性を提供します。MAD (Multiple Active Detection)は、VSFスタック内のスプリットブレインシナリオを検出して解決するメカニズムで
す。

参考文献：https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX/10.04/HTML/5200-6790/GUID-D6EF042E-EEE

最新問題: 16
要求どおりにエッジスイッチのアップリンクを設定した後、同僚がコアへの pingに失敗したと言います。あなたは同僚に、接続が差し込ま
れており、スイッチの電源が入っていることを確認するように依頼します。同僚は両方が正しいことを確認します。あなたはコアスイッチに

pingを試みます。pingが失敗していることを確認します。
この展開の性質を理解した上で、この問題のトラブルシューティングにどのようなコマンドを使用できるか

A. Ping 10.11 1 -コアに pingして、接続性を確認します。トランクを表示 - LAGインターフェイスがスイッチに正しく追加されたかどうか
を確認します。スパニングツリーを表示します。-スパニングツリーのブロック状態を確認します。ポートアクセスクライアントイン
ターフェイスをすべて表示します。-すべてのインターフェイスでポートアクセスのブロック状態または失敗した認証試行を表示します。
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show runinterface vlan20 - l_3接続に対してレイヤ 3 SVI設定が正しいことを再確認します。Show lldp neighors -コアをL2ネイバーは、正
しいリンクが正しいポートに接続されているかどうかを確認します。

B. Diag diag Cable-diag 1/1/51 diag Cable-diag 1/1/52 -物理リンクの診断情報を表示して、レイヤー 1接続の中断に関するステータスを取
得するには、show ip Route -確認します。デフォルトゲートウェイがルーティングテーブルに存在すること show ip ospf -レイヤ 3ルー
ティングプロトコルが有効になっているかどうかを確認する show ip dns -有効な DNSソースがあるかどうかを表示する
C. 10.1.1.1に ping -コアに pingを実行して、接続を確認します。show lacp agg -どのリンクアグリゲーションが現在どの物理ポートを使
用して設定されているかを確認します。show lacp int - LACPステータスと、リンクがブロックされているかどうかを確認します。トポロジ
show lldp neighors -コアを L2ネイバーとして認識できるかどうかを確認し、正しいリンクが正しいポートに接続されているかどうかを確
認します。show runinterface 1/1/51.1/1/52 -物理インターフェイスを確認します。no-shutであり、ラグのメンバーである show runinterface
lag 1 -正しい VLANトランキング設定が論理インターフェイスに適用されていることを確認するため show run int vlan 20 - L3 SVIが no
shutであり、正しいサブネットに設定されていることを確認するため
D. Show run -スイッチの実行構成を表示します。Show run | begin 20 "vlan 20" - VLAN 20がデータベースに正しく追加されたことを確認
するには、show run | begin 20 'interface vlan 20' - L3 SVI設定を表示します Show runinterface 1/1/51.1/1/52 -物理インターフェイスが
シャットされておらず、LAG 1のメンバーとして追加されていることを確認します Show run int lag 1 - LACPブロック状態を解消するため
に LACPモードがアクティブに設定されていることを確認します
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

これらのコマンドは、レイヤー 3の到達可能性、レイヤー 2の隣接関係、LACPの構成とステータス、VLANトランキングの構成、インター
フェイスのステータスなど、エッジスイッチとコアスイッチ間の接続のさまざまな側面をチェックするため、この問題のトラブルシュー

ティングに役立つ場合があります。

参考文献：https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX_10_04/CLI/GUID-8F0E7E8B-0F4B-4A3C-AE7

有効な HPE6-A85問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい HPE6-A85試験問題集！ GoShiken.comが最新の HPE6-A85試
験問題集を提供しています。GoShiken.com HPE6-A85試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com HPE6-A85
問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/HP/HPE6-A85-mondaishu.html (10430%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特

別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
信号強度を測定する場合は、dBmが一般的に使用され、0 dBmは 1 mWの電力に相当します。
-20 dBmは何に相当しますか?
A. .-1mW
B. .01mw
C. 10mW
D. 1mW
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

dBmは、1 mWに対する特定の電力レベルの比率を測定する電力の単位です。dBmを mWに変換する式は、P(mW) = 1mW * 10^(P(dBm)/10)
です。したがって、-20 dBmは、次のように 0.01 mWに相当します。P(mW)
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1mW * 10^(-20/10) = 0.01mW参考文献:https://www.rapidtables.com/convert/power/dBm_to_mW.html

最新問題: 18
スイッチングテクノロジーを適切な使用例に合わせてください。

Answer:

説明

使用例: a)グループへのポートの動的な追加と削除を制御しますテクノロジー: 3) LACP使用例: b)追加の VLANヘッダーでイーサネット
フレームにタグ付けしますテクノロジー: 1) 802.1Q使用例: c) EAP対応の認証に使用されますスイッチポート上のクライアントテクノロ
ジー: 2) 802.1X使用例: d) IP電話への音声 VLANを識別するために使用されますテクノロジー: 4) LLDP次の表は、スイッチングテクノロ
ジーとその使用例をまとめたものです。

テクノロジー

使用事例

1) 802.1Q
802.1Qは、ネットワーク上で仮想 LAN (VLAN)を作成および管理する方法を定義する標準です。VLANを使用すると、ネットワーク管理者
はネットワークをさまざまなブロードキャストドメインに論理的にセグメント化し、セキュリティ、パフォーマンス、管理性を向上させるこ

とができます。802.1Qは、フレームがどの VLANに属しているかを示す VLAN識別子 (VID)を含む追加の VLANヘッダーでイーサネット
フレームをタグ付けします1。
2) 802.1X
802.1Xは、ネットワーク上でポートベースのネットワークアクセス制御 (PNAC)を提供する方法を定義する標準です。
PNACを使用すると、ネットワーク管理者は、ネットワークリソースへのアクセスを許可する前にデバイスを認証および承認できま
す。802.1Xは、拡張認証プロトコル (EAP)を使用して、サプリカント (ネットワークにアクセスするデバイス)、オーセンティケータ (スイッ
チなど、ネットワークへのアクセスを制御するデバイス)、および認証サーバーの間で認証メッセージを交換します。(RADIUSサーバーな
ど、サプリカントの資格情報を検証するデバイス)



3) LACP
LACPは Link Aggregation Control Protocolの略で、複数の物理リンクを 1つの論理リンクにバンドルする方法を定義する IEEE 802.3ad標
準の一部であり、リンクアグリゲーショングループ (LAG)または EtherChannelとも呼ばれます。LAGは、ネットワーク接続の帯域幅、負荷
分散、冗長性の向上を実現します。LACPはグループへのポートの動的な追加と削除を制御し、互換性のある構成を持つポートのみが LAG3
を形成できるようにします。

4) LLDP
LLDPは Link Layer Discovery Protocolの略で、ネットワーク上の隣接デバイスに関する情報を検出およびアドバタイズする方法を定義する
IEEE 802.1AB標準の一部です。LLDPは OSIモデルのレイヤー 2で動作し、TLV (タイプ-長さ-値)を使用して、デバイス名、ポート番
号、VLAN ID、機能、電力要件などの情報を交換します。LLDPを使用すると、音声 VLAN IDと優先度を含む TLVを送信することにより、IP
電話に音声 VLANを識別できます。
参考文献: 1 https://en.wikipedia.org/wiki/IEEE_802.1Q 2 https://en.wikipedia.org/wiki/IEEE_802.1X 3
https://en.wikipedia.org/wiki/Link_aggregation
https://en.wikipedia.org/wiki/Link_Layer_Discovery_Protocol

最新問題: 19
スイッチ EDGE1および CORE1にいくつかの showコマンドを入力して、問題のトラブルシューティングのための情報を収集しようとし
ます。showコマンドの出力イメージを使用して、EDGE1アップリンクがダウンしている理由を特定します。

A.物理インターフェイスは正しい LAGのメンバーではありません。
B.スパニングツリーブロック状態により、コアアップリンクがエッジに接続できなくなります。
C.コアが間違った物理インターレースに接続されています
D. LACPがコアアップリンクに設定されていません
Answer: (解答を表示する)
説明

LACPは、帯域幅と冗長性を向上させるために、複数の物理リンクを 1つの論理リンクに集約できるようにするプロトコルです。LACPが正
しく動作するには、リンクの両端で LACPを設定する必要があります。この場合、EDGE1のアップリンクポートチャネル 1には LACPが
設定されていますが、CORE1の対応するポートチャネル 1には LACPが設定されていません。これにより不一致が発生し、リンクが起動で
きなくなります。
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参考文献:https://www.arubanetworks.com/techdocs/ArubaOS_86_Web_Help/Content/arubaos-solutions/1-ove

最新問題: 20
展示を参照してください。

指定されたトポロジでは、Aruba CX 8325スイッチのペアが、アクティブゲートウェイを使用する VSXスタック内にあります。クライアン
トが VSXをデフォルトゲートウェイとして使用してアクセススイッチに接続されている場合、VSXペアの仮想 IPの性質と動作は何です
か?
A.仮想 IPはプライマリ VSXスイッチでアクティブです
仮想フローティング IPは障害が発生した場合にフェイルオーバーします。
B.仮想 IPは両方の CXスイッチでアクティブです
C.仮想 IPは VSXと同期された SVI IPアドレスを使用します
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

Virtual Switching Extension (VSX)は、2つの Aruba CXスイッチが、単一のコントロールプレーンとデータプレーンを持つ単一の論理デバ
イスとして動作できるようにする機能です。VSXは、キャンパスおよびデータセンターのネットワークに高可用性、拡張性、および簡素化さ
れた管理を提供します3。VSXでは、1つのスイッチがプライマリスイッチとして指定され、もう 1つがセカンダリスイッチとして指定され
ます。プライマリスイッチは、ARPアドレス解決プロトコルを所有し、それに応答します。ARPは、特定のインターネット層アドレス (通常
は IPv4アドレス)に関連付けられた MACアドレスなどのリンク層アドレスを検出するために使用される通信プロトコルです。このマッピ
ングは、インターネットプロトコルスイートの重要な機能です。VSXペアの仮想 IPアドレスを要求します4。仮想 IPアドレスは、アクセス
スイッチに接続されているクライアントのデフォルトゲートウェイとして使用されます。

参考文献: 3
https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX_10_04/UG/Content/cx-ug/vsx/vsx-overview.htm 4
https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX_10_04/UG/Content/cx-ug/vsx/vsx-ip-addressing.htm 5
https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX_10_04/UG/Content/cx-ug/vsx/vsx-failover.htm

最新問題: 21
配信およびレイヤー 3サービスに使用される 6300Mスイッチのスタックペアを使用してネットワークを構成しています。ディストリ
ビューションスタックの下流に接続された CX6200スイッチの複数のアクセススタックで使用されるユーザー用の新しい VLANを作成し
ます。これと同様の複数の VLAN/サブネットを作成します。これらは複数のアクセススタックで利用されます。この VLANに関連付けるサ
ブネットのルーティング可能なインターフェイスはどれですか?
A.各ダウンストリームスイッチの 6300Mスタック上のサブネットに物理的にルーティングされたインターフェイスを作成します。
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B.各ダウンストリームスイッチのサブネットに SVlを作成します。
C. 6300Mスタック上のサブネットに SVlを作成し、各ダウンストリームスイッチスタックの管理アドレスを同じサブネット内の異なる IP
アドレスに割り当てます。

D. 6300Mスタック上のサブネットに SVlを作成します。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

この VLANに関連付けられるサブネットのルーティング可能なインターフェイスを設定する正しい方法は、SVIスイッチ仮想インターフェ
イス（SVI）を作成することです。スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、VLANを表し、レイヤ 3ルーティングを提供するスイッチ上の仮想
インターフェイスです。その VLANの機能。SVIは、VLAN間ルーティングの有効化、VLAN内のホストのゲートウェイアドレスの提
供、VLANへの ACLまたは QoSポリシーの適用に使用されます。
、など。SVIには、インターフェイスポートの節約、ケーブルコストの削減、ネットワーク設計の簡素化など、物理ルーテッドインターフェ
イスに比べていくつかの利点があります。通常、SVIには、VLAN ID（vlan 10など）と、VLANのサブネット内で割り当てられた IPアドレスに
従って番号が付けられます。SVIは、インターフェイス vlan、ipアドレス、no shutdownなどのコマンドを使用して作成および設定できま
す。SVIは、show ipinterfacebrief、showvlan、showiprouteなどのコマンドを使用して確認できます。6300Mスタック上のサブネット内。
SVIは、VLANを表すスイッチ上の仮想インターフェイスであり、その VLANにレイヤ 3ルーティング機能を提供します。6300Mスタック上
のサブネットに SVIを作成すると、スイッチがその VLAN内のユーザのゲートウェイとして機能し、異なるサブネット間の VLAN間ルー
ティングが可能になります。6300Mスタック上のサブネットに SVIを作成すると、ルーティングに必要な物理インターフェイスとケーブル
の数が減り、ネットワークの設計と管理も簡素化されます。

他のオプションは、次の理由により、サブネットがこの VLANに関連付けられるようにルーティング可能なインターフェイスを構成する正
しい方法ではありません。

各ダウンストリームスイッチの 6300Mスタック上のサブネットに物理的にルーティングされたインターフェイスを作成する:各ダウンス
トリームスイッチの 6300Mスタック上のサブネットに物理的にルーティングされたインターフェイスを作成するには、ダウンストリーム
スイッチごとに 1つの物理ポートとケーブルを使用する必要があるため、このオプションは正しくありません。インターフェースのリソー
スを消費し、ケーブルのコストが増加します。各ダウンストリームスイッチの 6300Mスタック上のサブネットに物理的にルーティングされ
るインターフェイスを作成すると、インターフェイスごとに個別のルーティング設定とポリシーが必要になるため、ネットワークの設計と管

理も複雑になります。

各ダウンストリームスイッチのサブネットに SVIを作成します。各ダウンストリームスイッチのサブネットに SVIを作成すると、各ダウン
ストリームスイッチが独自の VLANのゲートウェイとして機能するため、異なるサブネット間の VLAN間ルーティングが有効にならないた
め、このオプションは正しくありません。それだけ。各ダウンストリームスイッチのサブネットに SVIを作成すると、同じサブネット内に重
複した IPアドレスも作成され、IPの競合やルーティングエラーが発生します。
6300Mスタック上のサブネットに SVIを作成し、各ダウンストリームスイッチスタックの管理アドレスを同じサブネット内の別の IPアド
レスに割り当てます。6300Mスタック上のサブネットに SVIを作成し、各ダウンストリームスイッチスタックの管理アドレスを同じサブ
ネット内の異なる IPアドレスに変更しても、各ダウンストリームスイッチは依然として独自の VLANのみのゲートウェイとして機能する
ため、異なるサブネット間の VLAN間ルーティングは有効になりません。6300Mスタック上のサブネットに SVIを作成し、各ダウンスト
リームスイッチスタックの管理アドレスを同じサブネット内の別の IPアドレスに割り当てると、同じサブネット内に不要な IPアドレスが
作成され、IPスペースが無駄になり、ネットワーク管理が複雑になります。。
参考文献: https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX/10.05/HTML/5200-7295/index.html
https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX/10.05/HTML/5200-7295/cx-noscg/l3-routing/l3-routing-ove
https://www.arubanetworks.com/techdocs/AOS-CX/10.05/HTML/5200-7295/cx-noscg/l3-routing/l3-routing-con
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